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1-1-11 円板振動子を用いた微少量粉体の定量供給デバイスの試作(2)*
―対称屈曲振動を用いたデバイスの供給特性―
○高野 剛浩 田村 英 樹 富川 義朗 青柳 学
錬 北工大)(東北工大)(山形大工) (室蘭工大)
まえがき: 筆者らは粒径が 10μm以下の粉
体をl mg/s程度で供給することを目的として、
中央部に2段の突起を持つ圧電円板振動子を
用いた構成を提案してきた[1,2]。以前の構成は
圧電円板振動子の直交する2つの非対称な面
垂直振動 町1モー トを 2相で駆動し、振動子先
端の楕円運動を利用して粉体を振るい落す構
造で、良好な供給特性が得られることを報告し
た。しかしながら振動子の駆動や制御を考えた
場合は単相駆動が有利である。
本文では単相駆動が可能な円板の面垂直
振動 B10モードを利用する構成についてその供
給特性を示し、問題点などを指摘する。
振動子の構造と振動モー ド: 振動子は前報と
同じ構造て、Fig lに示すようにジュラルミン
製て円板の中心に大小2段の円筒状の突起を
持ち、周辺は薄肉部分を介して図のように固定
している。振動子の外径は 40mm、外周部分の厚
さが約 3mmで、中心方向に向かつて図のように
多少テーパを付けている。中段部、細管部の長
さは共に 10mlnである。駆動用の圧電セラミッ
クス (厚さ l mm、外径 40mm、内径 131un)は
振動子の下部に接着されている。中段部の底部
にもテーパをつけているが、これは振動子の上
部と同様に振動子の中央部に粉体が集まり易
くするためである。実験では細管部内径 1 2mm
の振動子を用いて粉体供給特性を浪1定し、比較
検討 している。
試作 した円板振動子は、Fig 2のインピーダ
ンス特性に示すように 50～130[kHz]間にいく
つかの共振モー ドを有する。501kHz]の振動モ
ー ドを Fig 3に示している。本来の Bl`モード
は節円が1個であるが、この振動子では中段部
の突起位置近 くにも節円が見られる。これは中
段部への粉体の流れに好ましくないので、振動
子形状の影響を今後検討する必要がある。
Figure4に振動子裏面の直径上の振動速度の
測定値を示している。中段部の速度が他と比べ
て大きくなっている。なお、細管の先端部では
高次のモー トが結合して観測され、正しい速度
の測定はできなかつた。
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粉体供給特性 : 測定で使用した粉体は、」IS
試験用粉体である自色溶融アルミナのN03を
用いた。中位径はそれぞれ 8μmである。また
振動子は細管部の内径は 12mmである。各々の
粉体供給特性を Fig 5～8に示す。根I定は、振
動子上に粉体を十分載せた状態で入力を加え、
細管部からの排出量を測定 した。Fipre5～6
は入力に対する粉体の供給特性で、1秒間隔で
30秒間根1定した値を示している。また Fig 7
は、Fig 5～6の30秒間の排出量を入力に対し
て表したものである。これらから回転モー ド
を使用した構成と比べて以下のようなことが
明らかとなつた。
1 -般に回転モー ド利用の場合と比較 して
特性のパラッキが大きく、入力が小さい場
合それが顕著である。
2 入力が大きくなると、供給量は急激に増加
する。回転モー ドの場合に比して、同じ条
件の 2～3倍程度になる。
3 流量が多い (実験では 15～20mg/sec以上)
場合は比較的安定に動作する。
あとがき: 中央部に2段の突起を持つ圧電円
板振動子の対称な面垂直振動を利用する粉体
供給デバイスについて報告した。回転モー ド利
用の場合と比較して、粉体排出量のパラツキは
大きいが、ある程度以上の流量の供給には有効
と思われるので、今後振動子各部のサイズの影
響など検討し、さらに改善を加えたい。
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